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This paper shows drafting points and an example for the Journal of Socio-Information Studies. The authors are requested to follow them as much as possible, though variation of the details may not be strictly applied. The abstract should be written in no more than 200 words in English, and it should contain the purpose, the method and the result of the study.
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１　はじめに
できるだけ，次のフォーマットに従って原稿を作成してください(1)．この文章（執筆要領をもとにした文章）自体が原稿作成例となっています．

２　投稿資格
日本社会情報学会会員であること．共同執筆原稿の場合は，少なくとも一人が会員であること．
３　投稿原稿
３．１　テーマ
本学会の趣旨に添うもの．
３．２　種別

「原著論文」または「研究」．
「研究」は，萌芽的または試論的性格をもち，実証性，問題提起，視点，アイディア等に優れたものがあり，今後の発展性が十分期待できる研究論文，あるいは重要なテーマについて内外諸理論を広く検討し，概観する論文を意味する（吉田，1992：43）．
３．３　枚数
所定の書式で14ページ以内（図表，注，参考文献等を含む），または400字原稿用紙換算で50枚以内（図表，注，参考文献等を含む）（秋山他，1988：275-282；1990：9-19）．
３．４　形式

３．４．１　書式

原稿は，所定の書式および「論文原稿執筆の手引き」に従って作成する． 

３．４．２　表紙

原稿の本文とは別に表紙を付し，以下の事項を明記する．
(1)論文タイトル（和文および欧文）

(2)投稿種別（「原著論文」または「研究」）

(3)氏名（和文および欧文）
(4)所属（和文および欧文）
(5)住所
(6)電話番号
(7)ＦＡＸ番号
(8) E-Mailアドレス
(9)「原著論文」として投稿したが，査読の結果「研究」として掲載となった場合に，掲載を希望するか．
３．４．３　欧文要旨
本文中の所定の箇所に，欧文要旨（200語以内）を記載する．欧文要旨には，目的，分析方法，結論を簡潔に記し，可能な限りネイティブ・スピーカーのチェックを受けて提出する（正村，1994a：37-39，45）．
３．４．４　図表
図表等は，本文中に挿入する．また，図表のみのファイルを，本文とは別に提出する（Shannon，1949＝1969）．
３．５　その他

３．５．１　未発表論文
投稿原稿は、未発表のものに限る．
３．５．２　二重投稿

他で審査中あるいは掲載予定となっているものは二重投稿とみなし，本誌への投稿を認めない．
３．５．３　著作権

本誌に発表された論文等は，日本社会情報学会の「著作権に関する取扱規程」の適用を受ける．
４　投稿原稿の受付
４．１　投稿申込みの締切
投稿予定者は，4月30日（1号）または9月30日（2号）までに，以下の項目を電子メールで「口座・和雑誌受領担当」事務に連絡する．なお，受信時のトラブルに備え，投稿者は事務局からの連絡を必ず確認すること．
(1)論文タイトル（和文および欧文）

(2)投稿種別（「原著論文」または「研究」）

(3)氏名

(4)所属

(5)住所

(6)電話番号

(7)ＦＡＸ番号

(8)E-Mailアドレス
４．２　投稿原稿の締切

投稿原稿の締切は5月31日（1号）また10月31日（2号）を必着厳守とする．投稿者は，指定された書式に従って作成した審査用の原稿３部を「口座・和雑誌受領担当」事務に送付し，あわせて，原稿の電子データを電子メールの添付ファイルにより「口座・和雑誌受領担当」事務に送信する．なお，受信時のトラブルに備え，投稿者は事務局による原稿および電子データ受付の連絡を必ず確認すること．
４．３　原稿等の送り先

「口座・和雑誌受領担当」事務
〒181-0012　東京都三鷹市上連雀1-12-17　三鷹ビジネスパーク SOHOプラザA-301
日本社会情報学会（JSIS）

会費・和雑誌受領担当　和泉恵子

E-MAIL　desk@NPOicom.com

４．４．経費の負担

図表の折り込み，色刷り，アート用紙の使用等に要する費用は，投稿者が負担する．
５．投稿原稿の掲載

５．１　掲載の決定

投稿原稿の掲載の可否や種別，および配列などについては，査読委員による査読結果にもとづき，編集委員会が決定する．編集委員会は，掲載の可否が決定しだい投稿者に連絡する．採用論文が多数の場合，一部の掲載を次号に送ることがある．
５．２　論文の作成

掲載論文については，写真印刷のため，「論文原稿執筆の手引き」にしたがい，投稿者が書式および表記の修正を行うこととする．
注

(1) 注は論文の末尾に一括して付けてください．脚注の形にはしないでください．
(2) 論文執筆の際には，「『社会情報学研究』論文原稿執筆の手引き」もあわせてご参照ください．
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